
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
と
し
て
の「
声
明」
(
E)

 

||真言宗所伝の「表白」
を
中心として
ll

四 、

漢
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

の
考
察

アクセント史資料としての「声明J (ll) 

四
ノ
一

声
点
の
種
類
と
整
理
の
方
法

「
表
白」
の
中に
は 、
和
語と
と
もに 、
そ
れ
よ
り
も
多くの
漢
語 、
す

な
わ
ち
字
音
語
が
含ま
れて
お
り 、
その
大
部
分は 、

4

4。

(
仁

9
オ
)

犠叫

哩。

(
仁

9
ウ
)

の
ご
と
く 、
漢
字に
その
文
字の
四
声
点と
節
博
士
を
付し
てい
る 。
と
こ

ろで
実
際に
こ
れ
らの
漢
語は 、
ど
うい
うよ
う
な
旋
律で
唱
え
ら
れ
てい

た
か
とい
うと 、

先の
例で
文
句。
は
文
字
本
来の
四
声
点か
らい
うと

「

文勺
妻 、
「
句」
は
平
声で
あっ
て 、
多
くの
例か
ら
帰
納さ
れ
た

先
学の
研
究に
し
た
が
え
ば
「
去
声」
は
O
②
(一
音
節
の
と
き
は
@)
の

ご
と
き
上
昇
調 、
「
平
声」
は 、
0 、
O
Oの
ご
と
き
低
平
調と
解
す
るこ

と
が
妥
当で
あ
る
よ
うで
あ
り 、
こ
の
音
価に
よ
る
と 、
モ
刈クと
O
@
O

裂に
発
音
さ
れ
るべ
き
もの
で
あっ
た 。
と
こ
ろで
付
さ
れ
てい
る
節
博
士

は
実
際
(平
安
朝
以
後)
の
発
音
を
示し
た
と
み
ら
れ
る
が
(一
部
の
異
例

を
除い
て)
そこ
か
らア
クセ
ン
ト

を
導
きだ
すと 、
《
角
徴
角》
で
O
@

O
型と
な
り 、
先の
四
声
点と
完
全に一
致
する 。
こ
の
よ
うに

各々
の
漢

字に
付
さ
れ
た
文
字の
声
点と
節博
士の
型が
ど
う
なっ
てい
る
か
を
検
討

し
な
が
ら 、
「
表
白」
所
載の
字
音
語の
ア
クセ
ン
ト

休
系が 、
い
か
なる

もの
か 。
何
時
代の
もの
か
などの
点に
つ
い
て
考えて
み
た
い 。

な
お
は
じ
め
に
「
表
白」
に
あ
らわ
れ
る
声
点の
体
系に
つ
い
て
考
えて

み
るこ
とに
し
よ
う 。
ま
ず 、
付さ
れてい
る
声
点の
種
類と
その
用
例を

あ
げ
る
と 、
(右が
わ
に
1を

付し
た

のが
そ
の
用
例)

護。
。
持

(
仁
4
オ)

無

着 。

天。

下。

(
般
7
オ)

分。

覚 。

楽

(
仁
3
ウ
)

。
舵

若。

千里

入
声
(重)
一

。

代

の
ご
と
く
「
上
声」
「
平
声(霊)」
「
平
声(軽)」
「
去
声」
「入
声(重)」

「
入
声(軽)」
の
声
点が
付
さ
れて
お
り 、
以
上 、
六つ
の
声調が
識
別さ

れてい
たこ
と
が
わ
か
り 、
い
わ
ゆ
る
「六
戸」
の
体
系で
ある
とい
え
よ

桜

井

茂

上
声

平
声(
重)

入
戸(
軽)

去
声

(
仁
4
オ)

尽向
。

劃

平
声(
軽)

(
仁
4
オ)

(
般
3
オ)

即。

生

ム口、JyI
(
仁
4
オ
)

般
児
オ
)

(
般
3
オ
)

(
仁
日
オ
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ぅ 。
い
ま 、
そ
れ
ぞ
れの
声調の
調
価に
つ
い
て
は 、
すでに
先
学
諸
氏の

諸
研
究が
ある
が 、
その
中で
も
古い
時
代の
文
献に
記
さ
れ
てい
る
調
価

の
記
載 、
付
さ
れ
てい
る
節
博
士お
よ
び
現
代
諸
方
言
との
対
応
関
係
な
ど

か
ら
導
き
出さ
れ
た
金
田一
春
彦
氏の
結
論に
よっ
て 、
次の
ご
と
く
考
え

る
の
が一
番
妥
当な
線で
あ
ろ
うと

思
う 。

上
声

目
高
平
調
@
又は
@
@

平
声(霊)
H

低平
調
O
又は
O
O

平
声(
知性)
日

下
降
調
@又は
@O

去
声

H
上
昇
調
@
又は
0
0

入
声(霊)
H

低
平
調
O
マ
(マは
促
音を
示
す)

入
戸(
軽)
H

高平
調
mw
@

こ
れ
か
ら 、
本
稿で
声
点と
節
博
士の
対
応
を
考
え
て
行くに
あ
たっ
て

も 、
つ
ねに
こ
の
調
価を
前
提と
し
て 、
論を
進め
てい
くこ
と
に
し
よ

四
ノ
ニ

用
例
の
記
述

さ
て 、
三つ
の
「
表
白」
に
は 、
漢
語の
中に 、
声
点は
ある
が
節
博
士

の
ない
もの 、
節
博
士は
あ
る
が
声
点の
ない
もの
な
ど
が
ある
が 、
一
応

こ
こ
で
は 、
芦
点と
節
博
士の
両
方が
付
さ
れてい
る
もの
を
資
料と
し
た

い 。
以
下 、
音
節
数 、
さ
らに
声
点と
節
博
士の
対
応
を
考
慮し
な
が
ら 、

漢
語の
ア
クセ
ン
ト

を
受
理し
てい
くこ
とに
する 。

《
国
で
戸
点を 、
〈
〉
で
節
博
士の
型
を
示し 、
印
刷の
都
合で
用
例

の
声
点は 、
割
愛し
た 。

(二
音
節
語)

〔一〕
《
平
上回
で
〈
角
徴〉
O
@型

護
持

(
仁
4
オ)

《
平
平坦
で
〈
角々
〉

義
理

(
仁
9
ウ
)

《入
軽》
で
〈
微々
〉

楽

(
仁
3
ウ
)

(三
音
節
語)

〔四〕
《
上
入国
で
〈
徴
角々
〉
@
O
O型

功
徳

(
仁
3
ウ
)

無
着

(
仁
4
オ)

《
去
平出
で
〈
角
徴
角〉
0
00
型

文
句

(
仁
9
オ)

般
若

(
仁
4
オ)

オ)

三
世

(
般
2
ウ
)

《
平
上回
で
〈角
徴々
〉
O
@
@型

二
年

(
影
9
オ)

《
平
経
平》
で
〈
徴
角々
〉
@
O
O型

千
里

(
仁
4
オ)

《
平
上回
で
〈
徴
角h〉
⑫
O
O
型

天
下(
般7オ)

《
平
平出
で
〈
微々
角〉
@
@
O型

大
師

(
影
9
オ)

道
理

(
仁
は
オ)

法
味

(
仁
H
ウ
)

(
仁
川比
ウ
)

(
四
音
節語)

〔十〕《上平》
で〈徴角〉

観
口山

(
般
凶
ウ
)

《去平》
で〈角
徴角〉

〔
〕

0
0型

〔ー〕

@
励四型

〔五〕
〔ムノ、〕〔七〕

〔八〕〔九〕

@
@
OO
型

〔十一〕

0
0
0
0
型

仁
比
オ

仁
凶
オ
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アクセント史資料としての(声明) (ll) 

〔十ニ〕

天
等
(般日
オ)

《
去
入国
で
〈
角
徴
角〉
O
@
O
O
型

関
白
(
仁9
オ)
権
実
(影9
オ)

《
去
上》
で
〈
角
徴〉
0
・
@
@型

心
官
(
仁3
オ)

《
入
去出
で
〈
角々
…徴〉
O
O
O
@型

一
代
(般3
オ)

《
入
平出
で
〈
徴々
角〉
臓移
@
@
O型

一
品
(仁日
ウ)
法
灯
(仁臼
オ)
法
廷

(仁3
オ)

《
入
平出
で
〈
角々
〉
Oマ
O
O
型

結
願
(仁9
オ)

《
平入》
で
〈
角々
〉
O
O
Oマ
型

分
党
(般日
オ)

《
平入》
で
〈
微々
〉
⑫
臓移
@
@型

弘
法
(影8
オ)

《
平
去》
で
〈
徴
角〉
物
@
O
O
型

尽
空
(般3
オ)
再
生
(影8
ウ)

(仁3
オ)

〔十三〕
〔+回〕

〔十一色
〔+穴〕

〔十七〕
〔十八〕

〔十九〕
〔ニ+〕
《
平
平》
で
〈
微々
角〉
励略
物
像
腕W型

行
相
(仁は
オ)
(仁凶
オ)

《
平入国
で
〈
徴
角々
〉
@
0
0
0型

正
宗
(仁日
ウ)
(仁凶
オ)

《入
去》
で
〈
徴
角〉
劇物
@
O
O
型

〔二十一〕
〔ニ+ニ〕

(仁3
ウ)

観
照
(
仁ロ
オ)

(仁日
オ)

即
生

(五
音
節
語)

〔二十=己
《
平
平
平》
で
〈
微々
々
角〉
②
@
@
@
O型

教
化口問
(仁凶
オ)
(仁川比
オ)
二
諦
品
(仁は
オ)

〔ニ十四〕
《
平入
平》
で
〈徴々
々
角〉
@
@
@
@
O型

護
国
品
(仁は
オ)
(仁U
オ)

〔二十五〕
《
平
平
去国
で
〈
徴々
角〉
@
@
@
O
O
型

貴
賎
雲
(仁凶
ウ)

〔二十六〕
《
平上
平》
で
〈角
徴角〉
O
O
@
OO
型

大
師
等
(影叩
オ)

〔二十七〕
《
平上
入国
で
〈
角
徴
角〉
O
O
@
O
O
型

恩
謝
徳
(影9
オ)

〔二十八〕
《
平
平
平》
で
〈
角々
〉々
0
0
0
0
0型

二
王
子
(影9
オ)

〔二十九〕
《
平入
平》
で
〈
角々
と
O
Oマ
O
O
型

那
仏
名
(影山
オ)

〔三十〕
《
平
去
平》
で
A
徴
角んベ〉
@
0
0
0
0
型

観
空白凹
(仁H
オ)
(仁日
ウ)
(仁凶
オ)

四ノ
三
異
例の
考
察

さて
先の
記
述の
結
果に
基づ
い
て
節
博
士お
よ
び
その
音
価と
声
点と

の
関
係
を
検
討し
な
が
ら 、
その
ア
クセ
ン
トの

史的
位
置につ
い
て
考え

て
み
る
こ
と
に
し
よ
う 。

ま
ず 、
節
博
士の
型と
声
点の
関係に
よっ
て 、
分け
る
と
大
き
く
次の

二つ
に
分か
れ
る 。

法身
(般2
ウ)
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付
節
博
士
と
四
声
点と
の
型
が一
致し
て
い
る
もの 。

〔一〕
竺
乙
〔三〕
〔四〕
〔五〕
〔六〕
〔七〕
〔十〕
〔十一〕

〔十二〕
〔十四〕
〔+六〕
〔+七〕
〔二十六〕
〔二十七〕
〔二十八〕
〔ニ+九〕

帥
節
博
士と
四
戸
点との
型
が一
致し
ない
もの 。

〔八〕
〔九〕
〔
主〕
〔十五〕
〔十八〕
〔十九〕
〔ニ+〕
〔二十一〕

〔二十二〕
〔ニ吉一〕
門二十四〕
〔二十五〕
〔三十〕

さ
て
付の
四
声
点と
節
博
士の
型が一
致し
てい
る
例は 、
当
時 、
こ
れ

らの
漢
語
が
四
声
点の
通
りに
発
音
さ
れ
てい
た
もの
で 、
古
くは 、
こ
の

例の
ご
と
く
すべ
て
の
例が
四
戸
点の
通
り

唱え
ら
れ
てい
た
ものがあ
る

う 。
例えば
「
四
座
諸
式」
の
漢
語は
その
代
表
的
な
例なの
で
ある 。

と
こ
う
が 、
こ
うし
た
例に
対し
て 、
悼の
ご
と
く 、
両
者の一
致し
な

い
もの
が
ある 。
こ
れ
は一
体ど
うし
て
生じ
た
もの
か 。
ま
た
ど
う

説
明

し
た
らい
い
の
だ
ろ
うか 。
こ
の
点につ
い
て
私
見を
述べ
て
み
たい 。

そこ
で
ま
ず 、
その
解
釈を
試み
る
ま
えに 、
こ
れ
ら
四
戸
点と
節
博
士

の
関
係か
ら
考
えて
み
る
こ
とに
し
よ
う 。

は
じ
め
に 、
ど
うし
て
こ
うし
た
不一
致の
表
記
が
生れ
た
か 。
考え
ら

れ
る
こ
と
は 、
こ
れ
ら
同の
類の
漢
語
が 、
後
世
まで
Hの
類の
ご
と
く
四
声

点の
通
りに
発
音さ
れ
てい
た
と
し
た
ら 、
こ
うし
た
不一
致の
音
価を
も

っ
た
節
博
士が
付
さ
れ
る
は
ずが
ない 。
とこ
ろ
が 、
本
来 、
同の
語
だ
け

が
声
点と
節
博
士が一
致し
なかっ
た
と
考
え
るこ
と
は
資
料
その
他か
ら

考
え
ら
れ
ない
か
ら 、
帥の
諸
例は 、
本
来 、
付の
類の
語の
ご
と
く
四
声

点の
通
り

発
音さ
れ
てい
た
もの
が 、
ある
時
期に
節
博
士の
ご
と
きア
ク

セ
ン
トに

変っ
た
ア
クセ
ン
トの

変
化
を
と
げ
た
!と

考え
な
け
れ
ば
な

ら
ない 。
す
な
わ
ち 、
各々
の
漢
語は
次の
ご
と
く 、

伝え
ら
れ
てい
く

途
中

で
ア
クセ
ン
トの

変
化を
と
げ
た
と
考え
な
け
れば
な
ら
ない
で
あ
ろ
う 。

〔
八〕
0
0
0
↓@

0
0

〔
九〕
0
0
0↓
Q@
O

〔十
三
O
φ
O
@↓
O
O
O
O

ZE〕
0
0
0
0↓
@
@
Q
O

〔十八〕
0
0
0マ
↓

O
@
Qマ

〔十九〕
0
0
0
@↓
②
@
0
0

〔二十〕
O
G
O
O-
@
@
Q
O

〔ニ+己
Oマ
@
@lv
Q
0
0
0

〔二十二〕
Oマ
O
②↓
②マ
0
0

〔ニ+=一〕
0
0
0
0
ol
c
o
c
o
o

〔二十一色
0
0
00
0↓
@
@
。
。
。

〔三十〕
O
O
@
O
O↓
@
0
0
0
0

とこ
ろで 、
こ
れ
らの
諸
変
化
を
なが
め
る
と、
さ
ら
に
こ
の
変
化の

中を 、
大
き
く

次の
二
つ
の
型に
分け
るこ
と
がで
きるで
あろ
う 。

そ
れ
は 、
〔八〕
〔十九〕
〔ニ十己
〔ニ+二〕
〔二十五〕
〔=一+〕
の
ご
と
き 、
本
来

語
尾の
型が
頭
高
型に
変
化
し
た
甲グ
ル
ー

プ
と、
〔九〕
〔十五〕
〔+八〕

〔二十〕
〔二十一ユ〕
(二十巴
の
よ
うに

本
来
低平
型が
頭
高
型に
変
化
す
る
乙
グ

ル
ー

プ
の
二
種で
ある 。
(〔+=一〕
は
別に
扱
う 。)

で
は 、
ど
うして
こ
の
程の
旋
律の
変
化
を
と
げた
の
か 。
そこ
に
は
変

化
をおこ
すだ
けの
何
等か
の
理
由が
あっ
たに
違い
ない 。
次に
こ
の
点

に
つ
い
て
の
考
察を
進め
るこ
とに
し
よ
う 。

ま
ず 、
こ
の
和の
異
例を
後
世の
旋
伴
変
化の
結
果と
解
釈
する
立
場に

立つ
な
らば 、
その
変
化の
安凶と
して 、
次の
二つ
の
場合が
考え
られ
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アク セ ント史資料 と しての「声明J (ll) 

るで
あ
ろ
う O

H
伝
え
ら
れ
て
い
く
途
中
で 、

旋
律
相
互
の
影
響
を
受
け
て
異
例
の
ご
と

き
変
化
を
お
こ
し
た

。
(
内
部
約
要
因
に
よ
る
変
化)

同
後
世 、

あ
る
種
の
体
系
的
な
旋
律
変
化
の
現
象
が
お
こ
り 、

そ
れ
が

「
表
白
」

の
旋
律
に
も
及
ん
で
変
化
を
も
た
ら
し
た

。
(
外
部
的
要
因
に

よ
る
変
化)

こ
の
H
悼の
い
ず
れ
が
「
表
白」
の
旋
律を
変
え
た
本
当の
要
因
な
の

か 。
し
か
し 、
そ
れ
に
は
簡
単に
決め
が
たい
問
題が
あ
る 。
とい
うの⑧ 

は 、
すで
に
明らか
に
さ
れ
た
「
声
明」
の
類の
中に
は 、
「
仏
遺
教
経」

の
よ
うに 、

同じ
声
明の
旋
律が 、
H
悼の
要
因の
二つ
を
受けて
旋
律
変

化
を
お
こ
し
て
い
る
場
合が
ある
か
らで
ある 。

と
こ
ろで
「
表
白」
の
場
合は
ど
うで
あろ
うか 。
こ
こ
で 、
も
う一

度

こ
の
種の
甲・
乙
両
グル
ー

プ
の
異
例に
注
目し
て
み
よ
う 。

ま
ず 、
第一
に 、
Hの
要
因を
適
用し
た
ら
ど
う
だ
ろ
うか 。

そ
れに
し
て
は 、
異
例と
なっ
て
い
る
変
化が 、
ある
穣の
型(尾
高
型
と

か
低
平
型
と
か
いっ
た
よ
う
な)
に
か
た
よっ
て
い
る 。
ま
た 、
旋
律
相互

の
影
響が
要
因の
場
合は 、
変
化
す
る
旋
律の
直
前に
高い
旋
律が
続くと

か 、
あるい
は
低い
音
節が
連
続す
る
といっ
た 、
そ
れ
相
当の
変
化の
条

件が
伴っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ない 。
し
か
し 、
「
表
白」
の
場
合に
は 、

こ
れ
といっ
た
旋
律
的な
条
件
も
なに
ひ
とつ
見
出
すこ
と
はで
き
ない 。

こ
うし
た
点で
も 、
Hの
要
因を
「
表
白」
の
旋
律
変
化の
要
因と
し
て
適

用
す
る
こ
と
は 、
む
ずか
しい
とい
わ
ざ
る
を
得ない 。
し
た
がっ
て 、
当

然 、
同の
要
因の
検
討が
必
要と
なっ
て
くるの
で
あ
る 。

きて 、
悼の
要
因と
し
て 、
外
部か
ら
「
表
白」
の
旋
律
を
変え
る
よ
う

な
歴
史
的
事
実が
あっ
た
か
とい
うと、
こ
こ
で
思い
出さ
れ
るの
が 、
漢

語の
ア
クセ
ン
トの

変
化で
為る 。

漢
語の
ア
クセ
ン
ト

の
歴
史の
上で
「
表白」
の
よ
う
な
変
化が
あっ
た

か
とい
う
と 、
こ
こ
で
思い
うか

ぶ
の
は 、
声
明
界に
お
け
る
「
出
合」
と

い
う

法
則で
為る 。
こ
の
「
出
合」
とい
うの
は 、
一
種の
漢
語ア
クセ
ン

ト
変化の
法
則で 、
先に
述べ
た
南
北
朝
時
代以
後
間も
ない
こ
ろ
まで
に

完
了
し
て
い
たで
あ
ろ
うと

推
定さ
れ
る
和
語の
ア
クセ
ン
ト

の
体
系
変
化

の
余
波
を
受け
て
変
化
をおこ
し
た
漢語の
例か
ら
意
識
的に
導
き
出さ
れ

た
法
別で
ある 。
そこ
で
こ
の
「
出ム巳
の
内
容と
「
表
白」
の
異
例の
変

化と
の
ゐい
だに
関
係が
み
ら
れ
る
か
ど
うか
を
検
討して
み
る
こ
と
は 、

ひ
とつ
の
方
法で
あ
ろ
う 。

⑧

⑧

 

ま
ず
「
出
合」
の
内
容を
「
関
合
名
目
抄」
「
相
承
仮
名
雑
集
名
目」
「四

@

@

 

声
関
合
初
心
抄」
「
補
忘
記」
の
諸
文
献か
ら
帰
納
する
と 、
大体 、
次の
三

種の
変
化に
ま
と
め
る
こ
と
がで
きる 。

0
0
@↓
@
O
O
例

0
0
0
@
↓

@@
0
0 

異論
例
用
心

0
0
@
⑫↓
②
O
O
O
例
水
中
::

等

そし
て 、
先の
「
表白」
の
異
例の
うち 、

〔八〕
〔完〕
〔二十己
〔ニ十ニ〕

〔ニ
豆〕
の
尾
高
型か
ら
頭
高
型へ
の
変
化
例と 、
こ
の
「
出
合」
の
変
化と

比
較し
て
み
る
と 、
両
変
化は
全く一
致
するの
で
ある
が 、
こ
れは
決し

て
偶
然の一
致で
は
ない
と
思
う 。

で
は
〔九〕
〔十五〕
〔十八〕
〔二十〕
〔ニ+=一〕
〔二十四〕
な
ど
の
低平
型が
頭
高

裂に
変わ
る
諸
変
化は
「
出
合」
の
法
則の
説
明の
中に
全
然
見
出せ
ない

苦
労

等等
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だ
ろ
うか。

先に
あ
げ
た
「
出
合」
を
記
載
し
た
諸
文
献に
よ
る
と、
二{子の
漢
字が

一
一緒に
なっ
て、
そ
の
文
字
全
体の
四
声が
低
平
型と
な
る、
平+
平、
平

+
入、
入
+
平、
入
+
入の
各
字の
組
合
せ
の
漢
語に
つ
い
て
は、
「
共に

平
ら
か
に」
「
倶に
直
くに」
あ
るい
は
「
高
下
な
し」
「
本
声の
ま
ま」
の

よ
う
な
説
明が
あっ
て、
すべ
て
v
低
く
平
ら
にグ
四
戸の
ま
ま
の
ア
ク
セ

ン
トで
読
む
よ
うに
記
さ
れ
て
お
り
変
化
をお
こ
し
て
い
なレ。
し
か
し、

「
出
合」
の
法
則
を
最
後の
方ま
で、
よ
く
読
ん
で
い
く
と
「
仮
名の
出
合」

と
い
う
条が
あ
り、
次の
如く
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る。

て
未
仮
名J
高
下
如二
本
声日
以ニ
高
下寸
可ニ
出
合イ
也。
相。。J-
教。。一

、
「

以レ
理。。ヴ
住。。叫
智。よ
等
也

-

「。
-

て
又
知日
仮
名J
高
下→
可コ
出
合一
詞タ
仮
名ニハ
有コ
上
平ノ二
戸
寸
無コ

入
去
声ノ
芦-
也。帽。。一~
肝心叫説。。t周
以げ唱。。ぷ
占的。一品

唱。。λ官
官阿世。一世一
議押

仮説話村
京佐一
之同一f
E

(補忘記)

こ
の
説
明を
よ
く
読
む
と
「
仮
名の
出
合」
と
い
うの
は
「
が」
「
を」

「に」
「は」
な
ど
の
助
詞、
あ
るい
は
サ
変
動
制の
「ス」
が、
漢
語に

接
続
す
る
際に
お
こ
る
ア
ク
セ
ン
ト
変
化の
こ
と
で
あ
り、
し
か
も、
その

漢
詩
は
今
問
題と
なっ
て
い
る
低
平
型の
乙
グ
ル
ー
プ
の
漢
語で
あ
る。
と

こ
ろで、
こ
の
個
処の
文
章
をつ
ぶ
さに
読
ん
で
い
く
と、
その
例
な
ど
か

ら
判
断
し
て、
次の
ご
と
く
解
釈
すべ
き
もの
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る。

ω
「
理。」
「
智し
な
ど一
音
節の
平
戸の
漢
語に
「
が」
「
を」
「に」

(四戸開合初心抄)

「は」
な
ど
の一
音
節の
助
詞が
接
続
す
る
と
きは、
リニ
チニ
の

ご
と
く
文
字の
四
戸
通
りに
O
@
型に
助
詞は
高
く
発
音さ
れ
て
変
化

し
ない。

同
「
相」
「
教」
「
住」
な
ど
二
背
節の
低
平
調の
渓
訴に
一両い
助
討が
付

さ
れ
て
い
る
と
きは、

ソlニJソlニ

キョlハJキョiハ

ヂュ
lス
↓
ヂュ
lス

こ
の
よ
うに
文
字
本
来の
四
声と
は
異
なっ
て
発
音
さ
れ
る。

さ
て、
こ
の
結
果に
よ
れ
ば、
本
来
文
字の
四
戸が
低
平
調の
漢
語
は、

助
詞
(
本
来
高
〈
発
音
さ
れ
る)
が
接
続
す
る
と、
一
音
節の
もの
は、
O

@の
ご
と
く
四
声
通
りに
発
音さ
れ
る
が、
二
音
節
以
上の
漢
語に
接
続
す

る
もの
は、(

四
声
点)

(
節
博
士)

0
0
0
↓
@
0
0 

0
0
0
@
↓
@
@
0
0 

0
0
0
0
0
↓
@
@
@
0
0 

の
ご
と
く
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
をお
こ
す
とい
うこ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る。

と
す
る
と、
本
来
四
声
点の
音
価が
侭
平
調の
渓
語の
中、
助
詞
を
伴っ
た

形、
い
わ
ゆ
る
「
文
節」
をア
クセ
ン
ト
の
型の
単
位と
し
て
み
た
場
合

は、
「
文
節」
全
体
(
漢
詩
+
助
詞)
が一
一治と
なっ
て
尾
高
型と
な
る
の

で
あ
る
か
ら、
(〔
〕
内は
助
詞
を
示
す。)

0
0
〔
の〕
lv
@
O
〔
O〕

0
0
0
〔
@〕
J
@
φ
O
〔
O〕
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0
0
0
0
〔
②〕
↓
⑫
物
像
O
〔
O〕

の
よ
う
な
変
化
を
お
こ
す
結
果と
な
り、
こ
の
変
化
は
助
詞
を
除い
て、
渓

語
だ
けに
つ
い
て
み
れ
ば、

0
0
↓
②
0 

0
0
0
↓
②
脇陣
O

0
0
0
0
↓
⑫
@
@
O 

右の
よ
う
に
な
り、
こ
れ
は
「
表
白」
の
異
例の
〔
九〕
〔十五〕
〔十八〕

〔ニ十〕
〔二十三〕
〔ニ十四〕
の
諸
変
化と
全く
同じ
変
化だ
と
い
え
る
の
で
あ
る。

こ
の
結
果、
「
表
白」
の
漢
語の
旋
律の
中で、
後
世
旋
律
変
化
を
遂
げ

た
諸
例は、
〔十=一〕
の
O
@
@
@
J
O
O
@
@
(
例、
心
官、
シ

斗川dイ
↓

シ
ン
ク
ヲ
ン)
の
変
化
を
除い
て、
い
ず
れ
も
先の
「
出
合」
の
法
則と
合

致
す
る
こ
と
に
な
る。
し
か
し、
こ
の
「
出
合」
は、
南
北
朝
時
代ご
ろ
お

こっ
た
で
あ
ろ
う
和
語の
体
系
変
化に
伴っ
て
生れ
た
もの
で
あ
り、
本
来

和
語の
体
系と
は、
か
な
り
ち
がっ
た
|
文
字
個々
の
ア
クセ
ン
ト
を
!
な

し
て
い
た
で
あ
ろ
う
漢
語の
グクセ
ン
ト
が、
完
全に
国
語
化
し
た
こ
と
を

示
す
もの
で
あ
ろ
うと
考え
か。

お
そ
ら
く
「
表
白」
の
漢
語
も
先に
考
察し
た
和
語と
同
様、
作
曲
さ
れ

て
以
後
伝
え
ら
れ
て
い
く
あ
い
だ
に 、

国
語
ア
ク
セ
ン
ト

変
化
の
波
を
か
ぶ

っ
て 、

大
き
く
ア
ク
セ
ン
ト

を
変
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る

。

こ
れ
は 、

先
の

和
語の
ア
ク
セ
ン
ト
の
変
化と
全
く
同
じ
原
因に
よっ
て
生じ
た
同
種の
変

化で
あっ
て、
多
分、
お
な
じ
時
期か
あ
る
い
は、
や
や
お
く
れ
て
なっ
た

もの
で
あ
ろ
う
と
思
う。
和
語に
み
ら
れ
た
旋
律
変
化と
合
わ
せ
考
えて、

非
常に
興
味
ぶ
か
く、
以
上の
ご
と
く
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る。

た
だ、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ない
こ
と
は、
こ
の
穫の
後
世の

アクセント史資料としての「声明J (ll) 

旋
律
変
化
も、
和
語の
場
合と
同
様、
規
則
的、
法
則
的に
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
わ
けで
は
ない
と
い
うこ
と
で
あ
る。

た
と
え
ば、
〔二〕
《
平
平》
で
〈
角
と
0
0、
〔十七〕
《
平
入》
で
〈
角

〉々
O
O
マ、
〔二十八〕
《
平
平
平》
で
〈
角々
と
0
0
0、
〔十四〕
《入
去》

で
〈
角々
一徴〉
0
0
0
@の
よ
うに、
当
然、
@
0
0、
@
O
マ、
傷
跡修
O

Oに
変
化
を
お
こ
す
条
件
を
備
え
てい
な
が
ら、
もと
の
四
声
点の
ま
ま
の

節
博
士
が
付
さ
れ
て
い
る
な
ど
は、
ま
さ
し
く、
こ
の
点を
示
し
て
い
る。

もし、
こ
の
変
化
が
規
則
的に
お
こっ
た
と
し
た
ら、
こ
れ
らの
例
も一
済

に
変
化
を
お
こ
し
て
い
た
は
ずで
あ
る。
こ
れ
は
お
なじ
声
明で
も
「
補
忘

記」
な
ど
と
ち
が
う
点で、
「
補
忘
記」
の
和
語の
ア
クセ
ン
ト
は、
平
安

朝
末
期の
体
系か
ら
規
則
的に
変
化し、
漢
語
も
「
出
合」
の
法
則に
徴し

て、
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
変
化
を
お
こ
し
てい
る。
で
は、
なぜ
こ
うし
た

お
な
じ
声
明で
あ
り
な
が
ら、
規
則
的
変
化
や
不
規
則の
変
化
が
生じ
た
の

で
あ
ろ
うか。
その一
つ
の
原
因は、
「
補
忘
記」
が
声
明の
「
論
議」
の

テ
キス
ト
で
あっ
た
関
係で、
その
節
博
士が
当
時の
発
音に
よっ
て、
意

識
的、
反
省
的に
付
さ
れ
た
結
果、
こ
の
よ
う
な
ち
が
い
が
生じ
た
の
で
あ

ろ
うと
も
考
え
ら
れ
る。
こ
れ
に対し
て
「
表白」
の
旋
律
の
変
化は 、
世

の
あ
い
だ
を
唱
え
ら
れ 、

伝
え
ら
れ
て
い
く
あ
い
だ
に 、

知
ら
ず
知
ら
ず 、

体
系
体
変
化
を
遂
げ
た
当
時
(
お
そ
ら
く
南
北
朝
時
代
以
後
と
推
定
す
る)

の
社
会
に
育
っ
た
ア
ク
セ
ン
ト

が 、

唱
導
者
の
口
を
つ
い
て
で
る
よ
う
に
な

り 、

こ
れ
が
一

つ
の
旋
律
と
な
っ
て
固
定
し
た
結
果 、

結
局
に
お
い
て
節
博

士
を
変
え
て
い
っ
たと恩
わ
れ
る。そ
し
て、こう
し
た変化の
過程を想

定
す
る
こ
と
に
よっ
て、
「
表
白」
の
漢
語の
ア
クセ
ン
ト
の
変
化は、
事

実に
照
し
て
無
理
無
く
説
明が
で
き
る
の
で
あ
る。
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五 、
「
声
明
」

研
究
の
方
法
|

旋
律
変
化
の
方
向
|

以
上
「
表
白」
に
お
け
る
和
語 、
渓
語の
旋
律
を一不
す
節
博
士
を
分
析
し

た
結
果 、
その
中の
ある
種の
語の
節
博
士は 、
後
世 、
日
本
語の
ア
クセ

ン
ト

体
系の
変
化の
影
響を
受け
て 、
二
度の
変
化
(個
別
的)
を
遂げた

もの
で
あるこ
と
が
明らか
に
な
っ
た 。
こ
の
事
実は 、
次の
よ
う
な
点

で 、
こ
の
種の
研
究に
少
な
か
ら
ぬ
関連
を
もっ
て
い
る 。

一 、
「
声
明」
を
ア
クセ
ン
ト

史の
補
助
資
料と
す
る
場
合 、
こ
の
務の

変
化し
た
旋
律は
で
きる
だ
け
分
析の
結
果 、
こ
れ
を
除
外し
て
本
来

その
旋
律が
法 .つ
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
体
系と
その
時
代を
明ら

か
に
し
な
け
れば
な
ら
ない 。

二 、
こ
う
し
た
旋
律
変
化の
事
実は 、
他の
文
献
資
料の
不
足を
補つ

て 、
ア
クセ
ン
ト

体
系
変
化の
時
期な
り 、
そ
の
過
程な
り
を
明らか

に
する
た
め
の
有
力
な
資
料と
な
る
こ
と
が
ある 。

い
わ
ば
付は
「
声
明」
の
研
究に
とっ
て
〈
積
極
的〉
な
面で
あ
り 、

同
は
〈
消
極
的〉
な
面とい
うこ
と
が
で
きる
で
あ
ろ
う 。

そし
て
「
表
白」
の
外に
も
「
声
明」
の
中に
は
ある
時
代の
ア
クセ
ン

ト
体
系
をはっ
き
り
と
反
映し
て
い
な
が
ら 、
後
世 、
比
較
的
旋
律に
変
化

を
お
こ
し
てい
ない
「四
座
議
式」
な
ど
の
よ
う
な
もの
も
あ
れ
ば 、
「
表

白」
「
祭
文」
の
ご
と
く
変
化
を
と
げ
た
もの
も
ある
よ
うで
ある 。

今
後の
「
声
明」
研
究
(国
語
学
的)
に
あ
たっ
て
は 、
こ
の
旋
体
変
化

の
面に
つ
い
て
の
配
慮が
よ
り
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ない
で
あ
ろ
う 。

結

吾副h
a問

最
後に
本
稿を
終る
あ
た
り 、

要
点を
ま
とめ
て
結
論に
し
たい
と
思う 。

I
真
言
宗
所
伝の
「
表白」
の
節
博
士の
《
基
層》
に
反
映
し
てい
る
和

語の
ア
クセ
ン
ト

は
平
安
末
期の
近
畿
方
言の
体
系
!す

な
わ
ち
「
古

代ア
クセ
ン
ト」

で
ある 。

E
こ
れ
ら
「
表白」
の
旋
律は 、
後
世
ある
種の
語に
おい
て 、
節
博
士

に
二
度の
変
化
をおこ
し
た
と
推
定さ
れ
る
が 、
こ
れは
国語
ア
クセ

ン
ト

史の
二
度の
体
系
変
化 、
す
な
わ
ち 、
南
北
朝
時
代ご
ろ
の
「
第

一
次
変
化」
と、
江
戸
時
代初
期ご
ろ
の
「
第二
次
変
化」
の
そ
れ
ぞ

れ
の
影
響を
受けて
旋
律を
変えた
結
果で
あ
ろ
うと

推
測さ
れ
る o

E
な
お 、
こ
の
葱の
後
世の
旋
律
変化は 、
規
則
的 、
体
系
的に
おこっ

たの
で
は
な
く 、

不
規
則的 、
非
体
系
的に
お
こっ
た
もの
と
思わ
れ

る 。
町
「
表白」
所
載の
漢語
も
和語
と
同
様 、
後
世
旋
律の
変
化
を
遂
げた

もの
が
認め
ら
れ
る
が 、
「
出
合」
との
比
較な
ど
か
ら 、
こ
れ
も
和

一諸と
お
な
じ
くア
クセ
ン
ト

変
化の
影
響を
受け
た
結果で
ある
と
考

え
ら
れ
る 。

V
こ
の
程の
声
明
類をア
クセ
ン
ト

史の
資
料と
し
て
使
うと
きは 、
こ

うし
た
後
世の
旋
律
変
化の
例を
除
去
し
て 、
その
《
基
層》に
反
映

し
て
い
る
体
系を
明らか
に
し
な
けれ
ば
な
ら
ない 。
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(注)⑧
金
田一
蒋
彦
「日
本四
戸
古
義」
(「国
語ア
ク
セ
ン
ト

論
叢」
所
収)

に
お
け
る
諸
説の
紹介が
要を
得て
便
利で
あ
ろ
う 。

@
拙
稿
「
泌語アク
セ
ン
ト

の
国
語
化
!

主
と
し
て
「
出
合」
以
前に
つ

い
て
l」

(「国
学
院
雑
誌」
昭
和三
十
五
年五
月)



アクセント史資料としての「声明J (II) 

⑧
⑬の
論
文を
参
照さ
れ
たい 。

@
成
立
年
代
不
明 、
室
町
時
代ご
ろ
か
と
推
定さ
れ
る 。

@
成
立
年
代
不
明
文
化
十三
年
写
本

@
明
和八
年
(一
七
七
ニ
以
前の
成
立

@
貞
享四
年
敏
文 、
同
年
初
版
木 、
元
禄七
年
再
訂
本 。

@
@の
論
文
参
照

(
補
説)

筆
者は
(I)
(E)
の
本
稿に
お
い
て 、
「
表白」
所
載の
助
詞は 、
ア

クセ
ン
ト

論
的に

グ一
語と
し
て
独
自の
型
を
持た
ない
もの 、
そ
うし
た

体
系の
ア
クセ
ン
ト

を
反
映
し
た
ものd
と
し
て
諸
種の
作
業
そ
進め
て
き

た 。
も
ち
ろ
ん 、
こ
の
方
法は 、
本
稿で
使
用し
た
「
表
白」
の
版
本の
中

に
おい
て
は
問
題は
ない
の
で
ある
が 、
こ
れ
か
ら 、
直ちに
「
表
白」

の
《
基
層uvに
反
映
し
てい
る
と
推
定し
た 、
平
安
朝
末
期の
ア
クセ
ン
ト

体
系に
お
い
て 、
す
で
に
助
詞が
独
自
性
を
失っ
てい
た
と
見るこ
と
は 、

他の
同
時
期の
ア
クセ
ン
ト

資
料
|

例え
ば
「日
本
書
紀」
古
写
本 、
「円

本
書
紀
私
記」
ー

な
ど
との
比
較に
おい
て 、
矛
盾
を
きた
す
結
果と
な
る 。

そこ
で 、
筆
者は 、
こ
の
点を 、
次の
よ
うに

考え
たい 。
す
な
わ
ち 、
こ

の
種の
「
表白」
も 、
最
初に
旋
律が
付さ
れ
た
当
時
(
平
安
朝
末
期)
は

その
頃の
ア
クセ
ン
ト

を
反
映し
て 、
一
般の
助
詞は 、
独
自の
型
を
もっ

て
お
り 、
その
よ
う
な
節
博
士が
付
さ
れてい
たの
で
あろ
う 。
そ
れが 、

鎌
倉
中
期ご
ろ
か
ら 、
に
わ
か
に
激し
く
なっ
た
と
見ら
れ
る 、
助
詞の

低
下
現
象
(
付
属化)
とい
う

大きな
変化に
影
響さ
れ
て
「
表
白」
の
助

詞の
旋
律
も 、
大
き
く
変っ
た
の
で
は
ない
だ
ろ
うか 、
そし
て
こ
の
変

化は 、
一
斉に
起っ
た
変
化
だっ
た
ろ
う 。

筆
者の
使
用し
た
版
本は 、
ま

さし
く 、
こ
の
変
化
以
後の
節
博士
を
収め
た
もの
だっ
たの
で
あ
る 。
例

え
ば 、
か
な
り

古い
ア
クセ
ン
ト

を
伝え
る
と
見ら
れ
る 、
真
言
宗
「
論
議

」
書
類
(
水
原
暁
栄
師
篇
「
論
議
要集」
所
収)
の
ご
と
く 、
クモ
ヲ
(
雲

を) 、
ヨコ
ニ
(
横に) 、
シ
キロ
ンニ
ハ
(
識
論
に
は) 、
ハ
ジ
メ
テ
(
始

め
て)
の
よ
うに 、

助
詞の
独
立し
た
体
系を
反
映
し
た
「
声
明」
類の
存

在と
合せ
考えて
も 、
右の
推
論は 、
十
分
可
能
性が
ある
と
思わ
れ
る 。

従っ
て 、
仮に 、
今
後
「
表
白」
の
古い
旋
律を
伝え
る
版
本が
出
現する

こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば 、
助
詞は
恐
ら
く
独
自の
型
を
もっ
た
も
の
と
し

て 、
付
さ
れ
てい
るに
相
違ない 。
筆
者
もこ
の
種の
版
本の
出
現を 、
切

に
期
待
する
もの
で
ある 。

-
国
際
基督
教
大
学
助
手
|
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